
第Ⅱ章 これまでの取組 

上下水道局ではこれまで「熊本市上下水道事業経営基本計画（以下「経営基本計画」）」に基づき

事業を推進してきました。この経営基本計画は、平成 21 年４月に水道事業と下水道事業を統合し

上下水道局として新たなスタートを切ったことを契機として平成 24 年３月に策定しました。 

 

１ 経営基本計画の施策体系 

経営基本計画では上下水道の役割を果たしていくために上下水道局が目指すべき方向性とし

て４つの経営理念を掲げ、経営理念の実現に向け４つの基本方針、１０の基本施策を定め具体的

な取組を推進してきました。 

  

○経営基本計画の施策体系

 経営理念１　ライフラインの機能強化に努めます

 経営理念２　環境を保全し水循環社会の形成に努めます

 経営理念３　お客さまの視点に立った企業運営に取り組みます

 経営理念４　公営企業として効果的・効率的な経営に努めます

基本施策９　経営基盤の強化

基本施策10　執行体制の整備と人材の育成

基本方針１　上下水道の機能強化

基本方針２　環境に配慮した水循環社会の形成

基本方針３　お客さまを真ん中にした事業運営

基本方針４　安定した事業経営

基本施策５　「地下水都市くまもと」の水環境・水循環の保全

基本施策６　環境負荷低減策の推進

基本施策７　信頼性・利便性の向上と広報・広聴の充実

基本施策８　お客さまの参画と水に関わる人たちとの連携・協働

基本施策１　水道の整備推進及び機能保全

基本施策２　下水道の整備推進及び機能保全

基本施策３　災害に強い上下水道の確立

基本施策４　熊本市上下水道事業震災復旧復興計画の着実な推進
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２ 経営基本計画における成果と課題 

経営基本計画に基づき各種の取組を進めてきた結果、44 項目の検証指標のうち７割以上の検証

指標において目標達成や目標に向け順調に推移していると評価しているものの、以下の検証指標

については順調に推移していないことから、今後、取組の重点化や見直し等を進めていく必要が

あります。 

 

○基本方針１ 上下水道の機能強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○基本方針２ 環境に配慮した水循環社会の形成 

 

 

  

 

 

 

○基本方針３ お客さまを真ん中にした事業運営 

 

 

  

 

 

○基本方針４ 安定した事業経営 

 安定した事業経営に関する指標は全て良好な評価 

 

  

検証指標 基準値(H23) 実績(H30) 目標値(R3) 

有効率 93.9% 90.3% 94.0% 

給水普及率 94.0% 95.6% 97.0% 

下水道普及率 86.2% 89.7% 96.1% 

下水道施設機器の更新率 33.0% 83.3% 100%(H30) 

重点６地区浸水対策率 0.8% 43.2% 58.7% 

災害対策用貯水量 60,350 ㎥ 61,050 ㎥ 68,000 ㎥ 

配水池耐震施設率 92.4% 91.2% 92.9% 

危機管理研修延時間 1,487時間 1,005 時間 維持 

検証指標 基準値(H23) 実績(H30) 目標値(R3) 

（再掲）有効率 93.9% 90.3% 94.0% 

水道水をそのまま飲む人の割合 50.0%(H27) 50.0% 57.0% 

汚水処理率 93.2% 96.4% 99.1%(H30) 

検証指標 基準値(H23) 実績(H30) 目標値(R3) 

住民説明会の開催数 75回 72 回 90回 

ホームページアクセス数 462,948人(H24) 566,153 人 600,000 人 
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